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個別指導に弁護士が帯同できます

　
協
会
は
十
月
十
九
日
に
、

今
年
二
月
に
続
き
、
さ
い
た

ま
市
で
個
別
指
導
対
策
講
習

会
を
開
催
し
た
。
新
規
個
別

指
導
を
受
け
る
予
定
の
会

員
、
今
年
、
集
団
的
個
別
指

導
に
選
ば
れ
た
会
員
、
高
点

数
指
導
に
備
え
る
会
員
な
ど

県
内
各
地
か
ら
一
一
九
人
が

参
加
。
会
場
は
熱
気
に
つ
つ

ま
れ
た
。

　
講
師
は
小
橋
審
査
指
導
対

策
部
長
、
渋
谷
、
橋
本
、
昼

間
各
審
査
指
導
対
策
部
員
、
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２
面　

論
壇
「
少
子
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
、
そ
し
て
外

国
人
問
題
」

３
面　

医
科
・
歯
科
社
保
Ｑ
＆
Ａ
、
医
科
・
歯
科
個
別
指

導
指
摘
事
項

４
面　

診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
取
り
組
み

７
面　

個
別
指
導
対
策
講
習
会
報
告

９
面　

研
究
会
・
講
習
会
等
ご
案
内

主な記事

　
会
員
に
は
「
診
療
報
酬
の

一
〇
％
の
引
き
上
げ
」「
期

協
会
独
自
テ
キ
ス
ト
で

現
場
の
疑
問
を
徹
底
解
説

県内各地から119人が参加県内各地から119人が参加
個別指導対策講習会個別指導対策講習会

協
会
講
師
陣

　
協
会
は
全
国
の
協
会
・
保
団
連
と
と
も
に
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
大

幅
引
き
上
げ
の
実
現
に
向
け
て
、
多
数
の
会
員
か
ら
要
請
署
名
を
集
約

し
、
緊
急
決
起
集
会
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
、
医
療
界
、
国
会
議
員
ら

に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
高
市
政
権
は
赤
字
に
苦
し
む
医
療
機

関
へ
の
対
応
は
「
待
っ
た
な
し
」
と
方
針
を
示
す
な
ど
、
医
療
界
の
声

は
情
勢
を
変
え
て
い
る
。

経営危機打開のため

保険医協会　関東ブロック 歴史的な緊急決起集会

　
主
催
者
代
表
の
挨
拶
は
埼

玉
協
会
の
渡
部
理
事
長
が
行

っ
た
。

　
こ
の
規
模
の
緊
急
集
会
は

「
数
十
年
ぶ
り
」
で
あ
り
「
医

療
界
が
本
当
に
大
変
な
時
期

に
あ
る
」
と
歴
史
的
な
危
機

に
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
医
療
機
関

が
赤
字
に
苦
し
む
最
大
の
原

因
は
「
診
療
報
酬
が
不
当
に

低
い
こ
と
だ
」
と
し
て
近
年

継
続
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ス
改

定
が
医
療
界
の
体
力
を
奪
っ

て
き
た
と
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
物
価
高
騰
、
人
材

不
足
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
負
担
が

追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
と

し
、
日
本
医
師
会
の
調
査
に

よ
る
と
法
人
診
療
所
の
四
割

が
赤
字
と
い
う
実
態
を
紹
介

し
た
。
ま
た
、
患
者
負
担
増

も
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
と
患
者
自
己
負
担
の

軽
減
を
セ
ッ
ト
で
要
求
す
べ

き
」
と
訴
え
、
財
源
と
し
て

六
三
〇
兆
円
を
超
え
る
企
業

の
内
部
留
保
に
触
れ
、
法
人

税
率
の
引
き
上
げ
を
提
案
し

た
。（
四
・
五
面
に
続
く
）

緊
急
決
起
集
会
の
参
加
者

９
協
会
の
代
表

大幅引き上げを勝ち取ろう
診療報酬
次期改定

確
実
な
獲
得
に
向

け
数
十
年
ぶ
り
緊

急
決
起
集
会

署
名
の
協
力
で
新
政
権
の

引
き
上
げ
方
針
を
確
実
に

開
業
医
署
名
に
協

力
を

渡
部
理
事
長
が
主

催
者
代
表
挨
拶

新
政
権
は
引
き
上

げ
表
明

　
高
市
総
理
は
十
月
二
十
四

日
の
国
会
所
信
表
明
演
説

で
、物
価
高
対
策
と
し
て「
赤

字
に
苦
し
む
医
療
機
関
や
介

護
施
設
へ
の
対
応
は
待
っ
た

な
し
」
と
し
て
診
療
報
酬
に

「
賃
上
げ
・
物
価
高
を
適
切

に
反
映
さ
せ
る
」「
改
定
の

時
期
を
待
た
ず
、経
営
改
善
、

従
業
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な

が
る
補
助
金
を
措
置
す
る
」

　
埼
玉
協
会
ら
九
つ
の
関
東

の
保
険
医
協
会
で
構
成
す
る

保
団
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
は
十
月
十
二
日
「
地
域
か

ら
医
療
を
な
く
す
な
緊
急
集

会
」
を
都
内
で
開
催
し
た
。

　
会
場
に
は
関
東
各
地
の
協

会
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
一

二
三
人
が
参
加
、
埼
玉
か
ら

は
二
一
人
が
参
加
し
た
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
含
め
る
と
約
二
〇
〇

人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
に
は
主
旨
に
賛
同
す

る
与
野
党
国
会
議
員
三
二
人

か
ら
来
訪
、
ビ
デ
オ
、
祝
電

等
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
栃
木
県
医
師

会
長
を
は
じ
め
、
埼
玉
の
入

間
地
区
医
師
会
長
、
北
足
立

郡
市
医
師
会
長
、
神
奈
川
の

横
浜
医
師
会
長
等
か
ら
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
特
別
報
告
に
は
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
実
施
し
た
会
員
の

経
営
実
態
調
査
結
果
と
し

て
、
無
床
診
療
所
の
経
営
の

悪
化
状
況
を
紹
介
し
た
他
、

各
協
会
の
代
表
等
か
ら
報
告

を
行
っ
た
。

　
集
会
の
最
後
に
は
「
診
療

報
酬
の
一
〇
％
以
上
の
大
幅

引
き
上
げ
や
患
者
負
担
の
軽

減
な
ど
を
求
め
る
決
議
」
が

採
択
さ
れ
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ

と
明
言
し
た
。

　
国
会
の
冒
頭
で
総
理
が
診

療
報
酬
改
定
の
引
き
上
げ
に

言
及
す
る
こ
と
は
異
例
の
こ

と
だ
。
医
療
界
か
ら
医
療
機

関
の
経
営
の
厳
し
さ
を
訴
え

る
様
々
な
声
が
政
権
の
方
針

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
一
方
で
所
信
表
明
で
は
、

社
会
保
障
・
医
療
政
策
に
つ

い
て
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
含

む
薬
剤
自
己
負
担
の
見
直

し
」「
電
子
カ
ル
テ
を
含
む

医
療
機
関
の
電
子
化
」を「
迅

速
に
検
討
す
る
」
等
、
医
療

は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

視
聴
で
き
る
。

少なくも10%

中
改
定
の
実
現
」「
患
者
負

担
の
引
き
下
げ
」
署
名
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
き
て

い
る
が
、
十
月
に
は
、
約

一
五
〇
〇
人
分
の
署
名
を
厚

労
省
等
の
政
府
、
県
内
選
出

の
国
会
議
員
等
に
提
出
し
て

い
る
。
多
く
の
声
は
確
実
に

次
期
改
定
や
期
中
の
経
営
支

援
策
へ
の
言
及
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
埼
玉
県
議
会
は
十
月
十
五

日
に
全
会
一
致
で
「
社
会
経

済
情
勢
を
反
映
し
た
公
定
価

格
の
改
定
を
求
め
る
意
見

書
」
を
決
議
し
た
。

（
関
連
五
・
七
面
）

伊
須
顧
問
弁
護
士
ら
が
担
当

し
た
。
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊

子「
個
別
指
導
対
策
の
要
点
」

を
も
と
に
、
個
別
指
導
の
根

拠
・
法
令
、
今
年
度
の
最
新

情
報
を
解
説
し
た
。

　
参
加
会
員
か
ら
「
こ
れ
か

ら
の
心
構
え
と
し
て
参
考
に

な
っ
た
」「
個
別
指
導
の
内

容
に
つ
い
て
あ
る
程
度
知
る

こ
と
が
で
き
た
」「
弁
護
士

の
報
告
は
心
強
い
と
思
っ

た
」「
協
会
の
活
動
を
応
援

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

（
続
き
は
七
面
）

11
月
28
日
（
金
）
は
事
務
局
研
修

の
た
め
休
務
と
な
り
ま
す
。

体
制
の
再
構
築
、
病
床
の
適

正
化
な
ど
も
明
示
し
、
医
療

界
へ
の
負
担
、
患
者
負
担
も

明
示
し
て
い
る
。


